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私の好きな標津町の風景
毎年、７月上旬頃、標津海岸線に満開に咲く「ハマナス」(浜茶志骨)
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第187号
令和５年8月１日

～ 町の花「ハマナス」満開 ～
　砂浜に群生するハマナスの美しい紅紫色の花が、澄んだ青
い海によく映えます。
　写真は、福澤英雄さん（南６西４）提供
◎�「私の好きな標津町の風景」をテーマに、町民の皆様から表紙写
真を募集中。
　　次回は11月号、９月20日まで議会事務局（℡85-7249）まで。
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同意案件

〈任期〉
令和５年７月20日

～令和８年７月19日

蔭
かげ

山
やま

 隆
たか

夫
お

 氏（64歳）
字川北1585番地６

渡
わた

部
なべ

 英
ひで

徳
のり

 氏（47歳）
字川北2449番地

茅
かや

原
はら

 一
かず

也
や

 氏（58歳）
字茶志骨720番地２

小
こ

岩
いわ

 　治
おさむ

 氏（52歳）
字茶志骨664番地５

田
た

中
なか

 陽
よう

一
いち

 氏（65歳）
字川北1323番地１

林
はやし

 　誠
せい

一
いち

 氏（59歳）
字川北北２線西26番地３

佐
さ

藤
とう

 和
かず

博
ひろ

 氏（64歳）
字古多糠749番地２

福
ふく

地
ち

 智
とも

宏
ひろ

 氏（48歳）
字川北2089番地２

小
こ

林
ばやし

 一
かず

之
ゆき

 氏（56歳）
字古多糠北４線６番地８

中
ちゅう

條
じょう

 啓
けい

一
いち

 氏（70歳）
字古多糠528番地２

教育長・山﨑氏の任命を同意

議　案

一般議案審議一般議案審議
〈報告〉〈報告〉

令和５年第２回定例会（６月20日）

【農業委員の役割】
◆農地の貸借・売買・農
地転用許可等に関して、
総会において審議・判断
を行う。

　任期（令和５年７月
31日）を迎える標津
町教育委員会教育長
に、現教育長の山﨑佳
氏（南３西１・57歳）
が、全会一致で同意さ
れ、任命されました。
　山﨑氏は３期目。任
期は令和５年８月１日
～令和８年７月31日
まで（３カ年）。

〈条例制定〉
〇�標津町介護保険条例の一部を改正
〇�標津町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

〇�標津町家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正

〈その他〉
〇辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定
〇標津町過疎地域持続的発展市町村の変更
〇財産の取得（一般廃棄物収集車両の更新）

◆６月20日開会の第２回定
例会において、任命同意11
件、条例制定３件、補正予算
19件、意見書４件等の同意
及び議案を審議し、全会一致
で承認されました。
　その概要を報告します。

標津町農業委員会委員の任命
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○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
意
見
書

○ 

２
０
２
３
年
度
北
海
道

最
低
賃
金
改
正
等
に
関

す
る
意
見
書

○ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
１

／
２
へ
の
復
元
、「
30

人
以
下
学
級
」
な
ど
教

育
予
算
確
保
・
拡
充
と

就
学
保
障
の
実
現
に
向

け
た
意
見
書

○ 

道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
」
を
見
直
し
す
べ

て
の
子
ど
も
に
ゆ
た
か

な
学
び
を
保
証
す
る
高

校
教
育
を
求
め
る
意
見

書
　
提
出
者

畑
中
　
浩 

議
員

意
見
書

（単位：千円）

（単位：千円）

主　な　補　正　予　算
項　目 金　額 内　　　容

民営サテライトオフィス等設
置支援

19000
民間企業が開業するサテライトオフィス等の機能を備え
た施設整備及びＰＲ等経費助成。内、国補助9500千円。

価格高騰緊急支援給付金 17867
町民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり３万円支給
ほか、所要の事務費計上。支給額580件×30000円＝
17400千円

古多糠寿の家修繕 2167
施設のバリアフリー化改修経費の追加（玄関スロープ設
置、玄関・トイレ段差解消）

子育て世帯生活支援特別給付
金給付（その他世帯分）

2371

町民税非課税世帯の子育て世帯等（児童扶養手当受給者
除く）に対して、子ども１人当たり一律５万円を支給す
るほか、所要の事務費計上。支給額46人×50000円＝
2300千円。全額、国補助。

サーモンパーク対策 1812
落雷によるサーモン科学館の非常用放送設備及びポンプ
制御盤の故障に伴う修繕料

町道整備（町単独事業） 4700
使用部材価格高騰による古多糠基線改良舗装工事費の増
額

公営住宅整備 2156
建設価格・労務単価の高騰による桜木団地建替工事費の
増額

恵盟寮管理運営費 900 ボイラー給湯器の故障に伴う更新

標津中学校暖房用ボイラー更
新

875
ボイラー本体や資材等の価格高騰による工事請負費の増
額

項　目 金　額 内　　　容

一般Ｘ線撮影装置更新 11550 耐用年数経過による同機器の更新

〈一般会計〉

〈国民健康保険特別会計（病院事業）〉
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〈
委
員
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数
〉
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期
〉
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５
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５
月
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和
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４
月
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会
構
成
〉

　
委
員
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藤
本　
　
靖

　
副
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員
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山
崎　
英
司

　
委　
　
員　
石
橋　
昌
幸　

数
間　
景
子

　
　

〃　
［
畑
中　
　
浩
］［
西
山　
易
男
］

※
［　
］
の
委
員
は
複
数
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属

議
会
運
営
委
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会

〈
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員
定
数
〉
５
名

〈
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期
〉
令
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５
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５
月
10
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～
令
和
７
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
石
橋　
昌
幸

　
副
委
員
長　
山
崎　
英
司

　
委　
　
員　
吉
田　
　
智　

山
㟢　
陸
郎

　
　
　
　
　
　
藤
本　
　
靖

広
報
特
別
委
員
会

〈
委
員
定
数
〉
４
名

〈
任
期
〉
令
和
５
年
５
月
10
日
～
令
和
９
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
畑
中　
　
浩

　
副
委
員
長　
藤
本　
　
靖

　
委　
　
員　
吉
田　
　
智　

西
山　
易
男

総
務
経
済
常
任
委
員
会

〈
委
員
定
数
〉
６
名

〈
任
期
〉
令
和
５
年
５
月
10
日
～
令
和
７
年
４
月
30
日

〈
委
員
会
構
成
〉

　
委
員
長　
山
㟢　
陸
郎

　
副
委
員
長　
畑
中　
　
浩

　
委　
　
員　
吉
田　
　
智　

南　
　
憲
治

　
　
　
　
　
　
西
山　
易
男　
［
藤
本　
　
靖
］

�

※
［　
］
の
委
員
は
複
数
所
属

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

◆
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
選
挙
・
選
任
及

び
選
出
の
結
果
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

議　
長

議　
長    

小
川　
悠
治

小
川　
悠
治
議
員
議
員

副
議
長

副
議
長    

吉
田　
　
智

吉
田　
　
智
議
員
議
員

　５月10日に開催された第１回臨時会（改選後初議会）
において、議長・副議長の選挙、常任委員会委員・議会
運営委員会委員及び広報特別委員会委員の選任を行い、
町長提案の監査委員の選任に同意しました。
　また、根室北部衛生組合議会議員・根室北部消防事務
組合議会議員・中標津町外２町葬斎組合議会議員・根室
北部廃棄物処理広域連合議会議員の選出を行いました。

委
員
会
の
所
属

山㟢委員長

藤本副委員長

議　長�小川　悠治

副議長�吉田　　智畑中副委員長山崎副委員長

山崎副委員長

畑中委員長 石橋委員長

第１回
臨時会
５月10日

藤本委員長

�

各
組
合
議
会
及
び

　
広
域
連
合
議
会　

　
　
　
議
員
の
選
出

⃝
�

根
室
北
部
衛
生
組
合
議

会
議
員

　
小
川
悠
治
・
吉
田　
智

　
藤
本　
靖
・
山
崎
英
司

⃝
�

根
室
北
部
消
防
事
務
組

合
議
会
議
員

　
小
川
悠
治
・
吉
田　
智

　
山
㟢
陸
郎
・
畑
中　
浩

⃝
�

中
標
津
町
外
２
町
葬
斎

組
合
議
会
議
員

　
小
川
悠
治
・
吉
田　
智

　
藤
本　
靖
・
山
崎
英
司

⃝
�

根
室
北
部
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
議
会
議
員

　
小
川
悠
治
・
吉
田　
智

　
藤
本　
靖
・
山
崎
英
司

議
会
選
任
監
査
委
員

〈
任
期
〉

　

�

令
和
５
年
５
月
10
日
～

令
和
９
年
４
月
30
日

　
山
崎　
英
司
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

令和５年第２回定例会（６月20日）で４議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直し
新規政策を提言する、議員の重要な活動です。

▼質問席に立つ４議員▼

６　頁
石　橋　昌　幸　議員
　●町民にとって安全・安心な津波対策を！
　● 新型コロナウィルス感染症
　　　　　【５類】移行への心構えを問う！

９　頁
藤　本　　　靖　議員
　● 国道272号線【標津⇔中標津間】
　　　　　　　高規格化の早期実現を！
　●『標津町IT推進室（仮称）』の設置を！

７　頁
数　間　景　子　議員
　●町内郡部における
　　　ゴミの不法投棄
　　　　防止対策を質す！ �不法投棄を注意喚起す

る幟（のぼり）

８　頁
【標津町】人口推移と推計値の比較

吉　田　　　智　議員
　● 10年目を迎えた
�　　【人口減少時代に挑戦する
　　　　　　『政策パッケージ』】
　　　　　　　検証・見直しで更なる挑戦を！

住基人口
①

国の推計値
②

差
①－②

H29.12末 5,378人 5,242人 136人
H30.12末 5,345人 5,164人 181人
R1.12末 5,238人 5,086人 152人
R2.12末 5,124人 5,008人 116人
R3.12末 5,055人 4,929人 126人
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標津小学校・標津中学校合同避難訓練（R4.9.15）の様子

新
の
も
の
を
比
較
す
る
と

大
き
な
差
が
無
い
事
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
当
町
に

お
い
て
市
街
地
は
、
望
が

丘
森
林
公
園
等
に
避
難
を

し
て
頂
く
と
言
う
の
が
何

よ
り
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、
津
波
到
達
時
間
を
考

慮
し
、
情
報
伝
達
方
法
を

検
討
し
、
ソ
フ
ト
面
か
ら

の
対
策
を
優
先
し
て
対
応

を
進
め
て
き
て
い
る
所
で

あ
る
。

　
こ
の
事
か
ら
当
町
に
お

い
て
は
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
や
津
波
避
難
ビ
ル
等

の
施
設
は
、
必
要
性
が
低

い
と
考
え
て
お
り
、
現
時

点
で
の
事
業
計
画
が
未
策

定
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

標
津
市
街
の
中
で
も
緊
急

避
難
場
所
ま
で
比
較
的
距

離
が
遠
い
地
区
に
お
い
て

は
、
設
備
の
必
要
性
を
含

め
検
討
を
進
め
て
行
こ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
ご
指
摘
の
津
波
避

難
対
策
緊
急
計
画
に
整
備

内
容
を
盛
り
込
み
、
具
体

的
な
計
画
を
進
め
れ
る
よ

問　
今
後
、
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
千
島
海
構
沖

地
震
に
お
い
て
、
標
津
町

も
避
難
対
策
特
別
強
化
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
国
や
北
海
道
か
ら
指
定

さ
れ
て
い
る
の
は
39
市
町

村
。

　
こ
の
39
市
町
村
の
う
ち

７
市
町
は
、
津
波
対
策
計

画
を
策
定
済
み
。
し
か
し

本
町
に
お
い
て
は
、
計
画

作
成
の
予
定
が
無
い
、
ま

た
は
未
定
と
し
て
報
道
さ

れ
て
い
る
。

　
以
前
に
も
質
問
し
て
い

る
通
り
５
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
来
襲
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
市
街
地
に
避
難

所
、
ま
た
は
避
難
場
所

う
に
検
討
し
、
財
政
支
援

を
受
け
整
備
を
し
て
い
く

方
向
を
検
討
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
命
を

守
る
た
め
の
避
難
施
設
や

避
難
経
路
、
備
蓄
防
災
教

育
、
情
報
伝
達
訓
練
等
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
効
果

的
に
政
策
を
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

【
第
５
類
】移
行
へ
の

心
構
え
を
問
う
！

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
と

の
闘
い
も
３
年
半
と
な

る
。
５
月
８
日
か
ら
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
様
の
５
類
の

位
置
付
け
と
さ
れ
、
北
海

道
で
も
大
き
く
舵
を
き
り
、

対
応
の
切
り
替
え
指
示
が

出
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
サ
ー
ビ

ス
業
の
一
部
で
は
、
接
客

の
際
の
マ
ス
ク
着
用
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

役
場
で
の
住
民
対
応
、

特
に
窓
口
業
務
に
お
け
る

マ
ス
ク
着
用
義
務
の
有
無

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
へ

の
心
構
え
を
問
う
。

答　
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に

伴
う
役
場
窓
口
の
対
応
と

し
て
は
、
職
員
が
コ
ロ
ナ

に
罹
患
し
た
場
合
の
感
染

拡
大
防
止
と
業
務
の
継
続

性
を
確
保
す
る
た
め
に
執

務
時
間
中
、
役
場
内
に
お

い
て
は
職
員
の
「
マ
ス
ク

着
用
を
奨
励
す
る
」
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
５
月
８
日
に
５
類
に
移

行
さ
れ
、
政
府
と
し
て
は

医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設

等
を
訪
問
す
る
と
き
、
ま

た
コ
ロ
ナ
の
症
状
が
あ
り

外
出
す
る
場
合
に
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
推
奨
し
て

い
る
。

　
標
津
町
と
し
て
は
基
本

的
に
マ
ス
ク
の
着
脱
は
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
る
事

と
な
っ
て
い
る
が
、
業
務

遂
行
上
、
感
染
予
防
に
万

全
を
期
し
て
望
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

石橋　昌幸�議員

（
避
難
タ
ワ
ー
等
）
を
設

定
（
建
設
）
す
る
事
が
町

民
に
と
っ
て
安
全
で
安
心

で
き
る
津
波
対
策
で
は
な

い
か
？

答　
当
町
に
お
け
る
千
島

海
構
沖
地
震
の
大
津
波
想

定
は
、
初
期
の
平
成
20
年

に
公
表
さ
れ
た
も
の
と
最

町
民
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
津
波
対
策
を
！
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★�

【
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
罰
則
】
廃
棄
物
を
不
法
に
捨
て
た
者
（
個
人
）
は
、５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。〔
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
〕

～町内郡部における不法投棄の現状（レジ袋ゴミから家電品まで）～

不
法
投
棄
を
注
意
喚
起
す
る
幟

問　
５
月
７
日
、
３
年
振

り
に
「
春
の
一
斉
清
掃
」

が
行
わ
れ
、
市
街
地
は

ス
ッ
キ
リ
と
綺
麗
に
な
っ

た
。
３
年
振
り
の
割
に
は
、

ゴ
ミ
は
少
な
く
感
じ
ら
れ

た
。

　
し
か
し
郡
部
に
お
い
て

は
、
道
路
脇
の
側
溝
等
に
、

レ
ジ
袋
に
入
っ
た
ゴ
ミ
か

ら
電
化
製
品
、
町
外
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
と
見
ら
れ

る
ゴ
ミ
が
至
る
所
で
見
受

け
ら
れ
る
。
特
に
晩
秋
の

積
雪
間
近
に
な
っ
た
頃
は
、

夏
場
の
２
～
３
倍
に
ゴ
ミ

が
増
え
る
所
も
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
至
る
要
因
は

ゴ
ミ
・
廃
家
電
・
粗
大
ゴ

ミ
の
排
出
に
金
銭
的
負
担

が
伴
う
事
等
が
考
え
ら
れ

る
が
、
何
ら
か
の
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
、
環
境
問

題
と
し
て
深
刻
に
な
る
。

　
郡
部
の
不
法
投
棄
に
対

し
て
の
、
こ
れ
ま
で
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

　
こ
れ
は
、
個
人
・
事
業

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
処
理
で
き
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
一
斉
清
掃
並

に
、
多
人
数
で
清
掃
す
る

事
を
定
例
化
す
べ
き
。

　
事
前
調
査
も
含
め
、
熊

対
策
も
十
分
考
慮
し
て
、

積
雪
前
に
実
践
し
て
は
い

か
が
か
。

　
町
長
の
考
え
方
を
質
す
。

数間　景子�議員

◆�

不
法
投
棄
の
現
状
と
対

応
に
関
し
て
、
住
民
生

活
課
境
課
長
が
答
弁

◆�

数
間
議
員
の
提
案
に
対

し
て
町
長
が
答
弁

答　
境
課
長　
ご
指
摘
の

通
り
、
車
か
ら
道
路
側
溝

へ
の
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ

ミ
が
、
散
見
さ
れ
る
。
特

に
、
交
通
量
の
多
い
路
線

沿
い
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

等
に
ゴ
ミ
が
目
立
つ
。
又
、

家
電
製
品
や
家
具
・
タ
イ

ヤ
等
の
粗
大
ゴ
ミ
は
、
車

で
入
り
易
く
目
立
た
な
い

場
所
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
他
地
域

の
事
業
者
に
よ
る
不
法
投

棄
が
確
認
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
。

　
道
路
沿
い
の
粗
大
ゴ
ミ

等
の
不
法
投
棄
ゴ
ミ
は
、

国
道
は
開
発
建
設
部
、
道

道
は
建
設
管
理
部
、
町
道

は
町
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
路
管
理
者
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
発
見
し

た
粗
大
ゴ
ミ
等
は
連
携
し

て
回
収
し
て
い
る
他
、
町

に
お
い
て
は
、
役
場
内
の

各
部
署
や
地
域
住
民
等
の

情
報
提
供
を
受
け
て
、
そ

の
都
度
回
収
し
て
い
る
。

　
ゴ
ミ
や
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
類
等
の
ゴ
ミ
は
、
融
雪

後
の
春
先
に
主
要
道
路
を

中
心
に
回
収
し
て
い
る
が
、

国
道
・
道
道
・
町
道
の
総

延
長
が
４
５
０
㎞
超
に
及

び
、
全
路
線
へ
の
対
応
は

困
難
な
状
況
。

　
郡
部
の
酪
農
集
落
に
お

い
て
は
、
毎
年
農
業
関
係

者
が
中
心
と
な
り
、
総
延

長
30
～
40
㎞
の
道
路
沿
い

の
ゴ
ミ
処
理
を
実
践
し
て

い
る
。

答　
町　
長　
ご
提
案
に

関
し
て
は
、
現
在
の
取
り

組
み
と
連
携
し
て
実
践
す

る
余
地
が
あ
る
。
大
切
な

の
は
「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

コ
コ
ロ
」
の
育
成
で
あ
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

注
意
喚
起
を
促
し
、
環
境

保
全
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

町
内
郡
部
に
お
け
る

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
を
質
す
！
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問　
【
人
口
減
少
時
代
に

挑
戦
す
る
『
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
』】
は
、
平
成
26

年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
の
10
年
の
間
、
管
内
１

市
４
町
の
中
に
お
い
て
唯

一
※
社
人
研
の
推
計
値
を

下
回
る
人
口
減
を
維
持
し
、

合
計
特
殊
出
生
率
を
１
・

42
→
１
・
68
と
向
上
し
て

来
た
。・
・
参
考
資
料
１

　
然
し
な
が
ら
、
少
子
高

齢
化
の
傾
向
は
歴
然
で
あ

る
。・
・
・
参
考
資
料
2

　
『
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』

は
10
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

更
な
る
挑
戦
に
向
け
て
、

検
証
・
見
直
し
を
す
べ
き
。

　

以
下
６
点
を
提
言
し
、

町
長
の
公
約
で
あ
る
町
民

の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
て
頂
き
た
い
。

吉田　　智�議員

【
人
口
減
少
時
代
に
挑
戦
す
る

『
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』】

検
証・見
直
し
で
更
な
る
挑
戦
を
！

◆
10
年
目
を
迎
え
た

答　
10
年
目
を
迎
え
た

事
よ
り
、
年
度
頭
初
よ

り
、
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
再
構
築
を
図
る
事
を

指
示
し
て
お
り
、
財
政
の

健
全
化
と
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
私
の
公
約
実
現
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

合計特殊出生率の推移

標津町の人口動向

参考資料１

参考資料２

♦合計特殊出生率：15～49歳迄の
女性の年齢別出生率を合計したもの

♦年少人口� 0～14歳
♦生産年齢人口� 15～64歳
♦老年人口（高齢人口）�65歳以上

♦人口減少
少子高齢化！

★人口維持水準合計特殊出生率：2.07

1.42⇨1.68

2000年を境に

年少人口と

老年人口が逆転

★�

吉
田
議
員
は
全
26
頁
の
参
考
資
料
を
添
付
し
、『
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
の

検
証
を
行
い
、６
項
目
の
提
言
を
し
、山
口
町
長
の
公
約
実
現
を
求
め
た
。

※社人研：国立社会保障・人口問題研究所の略称

【
提
言
】

①
早
期
結
婚
の
促
進

②�

新
婚
世
帯
の
第
一
子
出
産
の
促
進

③�

新
築
住
宅
の
基
本
助
成
金
の
上
乗
せ

④�

新
築
住
宅
の
町
内
事
業
者
請
負

助
成
金
の
上
乗
せ

⑤�『
高
齢
者
の「
足
」確
保
』の
迅

速
な
解
決

⑥�

お
試
し
住
宅・移
住
者
住
宅
の
整
備
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問　
【
人
口
減
少
時
代
に

挑
戦
す
る
『
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
』】
は
、
平
成
26

年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
の
10
年
の
間
、
管
内
１

市
４
町
の
中
に
お
い
て
唯

一
※
社
人
研
の
推
計
値
を

下
回
る
人
口
減
を
維
持
し
、

合
計
特
殊
出
生
率
を
１
・

42
→
１
・
68
と
向
上
し
て

来
た
。・
・
参
考
資
料
１

　
然
し
な
が
ら
、
少
子
高

齢
化
の
傾
向
は
歴
然
で
あ

る
。・
・
・
参
考
資
料
2

は
、
根
室
中
標
津
道
路
整

備
促
進
期
成
会
等
に
お
い

て
、
要
請
活
動
を
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
中
で
も
標
津
～
中

標
津
間
の
早
期
整
備
に
付

い
て
は
、
非
常
に
重
要
で

あ
り
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
高
規
格
道
路
化
に
よ
り

町
民
の
暮
ら
し
は
も
と
よ

り
、
農
業
、
水
産
業
、
商

業
、
観
光
等
に
も
関
り
が

大
き
く
、
ま
た
災
害
時
に

も
支
援
体
制
の
強
化
が
見

込
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
上
春

別
地
区
９
．
２
㎞
の
事
業

着
手
が
決
定
し
て
い
る
が
、

高
規
格
の
事
業
化
を
進
め

て
き
た
小
田
桐
町
政
か
ら

変
わ
る
こ
と
な
く
一
層
の

要
請
活
動
を
中
標
津
町
と

も
情
報
交
換
、
連
携
を
と

り
な
が
ら
進
め
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

『
標
津
町
Ｉ
Ｔ
推
進
室

（
仮
称
）』の
設
置
を
！

問　
４
月
に
実
施
さ
れ
た

国
道
２
７
２
号
線

【
標
津

⇔

中
標
津
間
】

高
規
格
化
の
早
期
実
現
を
！

問　
標
津
～
釧
路
間
の

国
道
２
７
２
号
線
は
、

１
９
９
４
年
12
月
16
日
に

国
道
か
ら
高
規
格
道
路
計

画
路
線
に
格
上
げ
と
な
っ

た
。
そ
れ
か
ら
30
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

高
規
格
化
さ
れ
て
い
る
区

間
は
、
限
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
区
間
の
中
で
本
来
、

一
番
先
に
工
事
が
開
始
さ

れ
る
べ
き
標
津
～
中
標
津

間
の
工
事
が
遅
々
と
し
て

進
捗
が
見
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
計

画
路
線
へ
の
陳
情
は
、
当

時
の
小
田
桐
標
津
町
長
が

先
頭
と
な
り
「
命
を
守
る

標
津
町
議
会
議
員
選
挙
の

際
に
「
役
場
の
進
め
て
い

る
事
業
が
、わ
か
ら
な
い
」

「
議
会
は
何
を
や
っ
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言

う
町
民
が
多
く
居
た
。
現

在
、
こ
れ
ら
情
報
の
伝
達

方
法
は
「
広
報
し
べ
つ
」

ま
た
「
議
会
だ
よ
り
」
を

利
用
し
て
伝
え
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
ス
マ
ホ
を
利

用
し
て
色
々
な
情
報
を
得

る
事
が
出
来
る
時
代
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

利
用
し
て
町
長
の
生
の
声

や
事
業
内
容
を
伝
え
て
い

く
時
代
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
現
在
の
様
に

一
職
員
が
知
っ
て
い
る
知

識
だ
け
で
は
、
こ
れ
ら
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
発
信
を
す
る
事
は

難
し
く
、
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
て
い
る
職
員
を
配

置
し
情
報
発
信
を
進
め
て

行
く
時
代
で
あ
る
と
考
え

る
。
議
会
改
革
も
同
様
で

あ
る
。
８
年
前
と
変
わ
ら

な
い
紙
の
資
料
だ
ら
け
で

あ
る
。
仮
に
Ｉ
Ｔ
推
進
室

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。
所
見
を

質
す
。

答　
現
状
の
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
体
制
は
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
伴
い
、
昨
年

４
月
よ
り
、
総
務
課
に
置

い
て
い
た
情
報
化
・
広
報

統
計
担
当
を
改
変
し
、
デ

ジ
タ
ル
化
担
当
と
し
た
。

現
在
の
情
報
伝
達
手
段
は

防
災
行
政
無
線
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
り
情
報
発
信
を

し
て
い
る
が
、
今
年
度
よ

り
、
携
帯
情
報
端
末
で
標

津
町
の
情
報
が
見
ら
れ
る

専
用
ア
プ
リ
の
開
発
に
着

手
し
て
い
る
。
順
調
に
い

け
ば
令
和
６
年
度
に
は
実

施
出
来
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
情
報
発
信
の
重
要
性
は
、

私
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
の

対
話
の
中
で
強
く
感
じ
て

お
り
、
行
政
の
役
割
の
大

切
な
部
分
で
あ
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
推
進
し
て
行
く
。

藤本　　靖�議員

道
路
」
と
し
て
関
係
各
所

へ
働
き
掛
け
を
行
い
実
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
の
急
患

の
搬
送
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
夜
間
、
荒
天
時
に
は

救
急
車
で
中
標
津
、
釧
路

へ
の
搬
送
を
し
て
い
る
。

　
例
年
７
月
に
は
根
室
地

域
総
合
開
発
期
成
会
、
釧

根
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
計
画

と
言
っ
た
陳
情
が
あ
る
が
、

交
通
量
が
非
常
に
多
い
標

津
～
中
標
津
間
の
早
期
工

事
着
工
を
中
標
津
町
長
と

と
も
に
働
き
掛
け
を
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答　
国
道
２
７
２
号
線

の
整
備
促
進
の
お
願
い

国道272号線（町道川北茶志骨線との交差点付近）の様相
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研修会報告

挨拶中の南雲会長
（新潟県湯沢町議会議長）

◆
全
国
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
令
和
５
年
度
町
村

議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
が
、
５
月
23
日
に
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

ホ
ー
ル
Ａ
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　
当
議
会
よ
り
、
小
川
悠

治
議
長
、
吉
田
智
副
議
長

の
両
名
が
出
席
し
た
。

　
全
道
の
町
村
議
会
よ
り

議
長
36
名
、
副
議
長
38
名
、

事
務
局
（
随
行
員
）
12
名

の
計
86
名
、
全
国
よ
り
、

１
８
０
０
余
名
の
出
席
者

と
な
っ
た
。

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

の
南
雲
会
長
の
挨
拶
後
、

下
記
３
名
の
講
師
に
よ
る

基
調
講
演
を
傾
聴
し
た
。

北海道町村議会議長会主催

令和５年度　北海道町村議会議員研修会
７月４日　於：札幌コンベンションセンター

全国町村議会議長会主催

令和５年度　町村議会議長・副議長研修会
５月23日　於：東京国際フォーラム

午後２時20分～午後３時20分

「町村こそデジタルを�―�住民のためのデジタル活用法�―�」
ＮＰＯ法人ブロードバンドスクール協会理事　　若

わか
　宮

みや
�　正

まさ
　子

こ
　氏

講
演
２

1935年４月19日生まれ。高校卒業後、三菱銀行（現・三菱UFJ銀行）に定年まで勤務。58歳からパソコンを
独学で習得。2017年、ゲームアプリ「hinadan」を公開。これにより米国アップル社ＣＥＯよりＷＷＤＣに特
別招待された。以後、数々の政府主催会議の構成員を務める。現在、ＮＰＯ法人ブロードバンドスクール協会理
事、一般社団法人メロウ倶楽部理事、熱中小学校教諭（一般社団法人熱中学園）、公益社団法人NEXTVISION理
事、デジタル田園都市国家構想実現会議構成員、デジタル社会構想会議構成員、デジタル活用支援アドバイザリー
ボード構成員。著書に『老いてこそデジタルを。』他。エクセルアートの創始者としても知られる。

午後３時35分～午後４時35分

「地方議会とハラスメント」
朝日新聞社コンテンツ編成本部次長　　三

み
　島

しま
　あずさ　氏

講
演
３

東京都出身。2001年に国際基督教大学を卒業し、朝日新聞社に入社。山形と横浜で計５年間勤務し、東京本社
社会部や地域報道部で教育やジェンダーなどの分野を中心に取材。2015年および19年の統一地方選挙に際して
は、全国の都道府県と市区町村の計1788議会を対象にしたアンケート調査を担当し、女性議員が直面しがちな
困難や議員なり手不足などについて取材。2017年、ジェンダーにまつわる発信をする朝日新聞のプロジェクト
＜DearGilrs＞（現ThinkGender）を立ち上げ、多くの特集記事や連載に携わる。現在はコンテンツ編成本部
次長として、朝日新聞のニュースサイト「朝日新聞デジタル」の編集を担当。

午後１時５分～午後２時５分

「町村議会の課題と今後の展望について」
大正大学社会共生学部教授　　江

え
　藤

とう
　俊

とし
　昭

あき
　氏

講
演
１

1956年東京都生まれ。鳥取県智頭町行財政改革審議会会長、山梨県経済財政議会委員、第29次・第30次地方
制度調査会委員（内閣府）、「町村議会のあり方に関する研究会」委員（総務省）等を歴任。現在、マニフェスト
大賞審査委員、全国町村議会議長会「町村議会表彰審査会」委員、議会サポーター・アドバイザー（栗山町、芽
室町、滝沢市、四日市市）、地方自治研究機構評議委員など。著書に『議員のなり手不足問題の深刻化を乗り越
えて』（公人の友社）、『議会改革の第２ステージ―信頼される議会づくりへ』（ぎょうせい）、『自治体議会学』（ぎょ
うせい）等多数。現在『月刊ガバナンス』（ぎょうせい）に「自治体議会学のススメ」を連載中。



11　しべつ議会だより

研修会場前にて小川議長と４委員

講演の様子

◆
令
和
５
年
度
北
海
道
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
７

月
４
日
に
札
幌
市
の
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
議
員
研
修
は
、

標
津
町
議
会
文
教
福
祉
建

設
常
任
委
員
会
の
委
員
４

名
と
小
川
議
長
の
計
５
名

が
参
加
し
た
。

　
例
年
開
催
さ
れ
る
こ
の

議
員
研
修
会
は
、
色
々
な

講
師
を
招
き
時
勢
に
沿
っ

た
講
演
を
、
全
道
各
地
か

「ウクライナ危機後の
世界と日本」「日本政治の舞台裏」

ひょうご震災記念21世紀研究機構

理事長　五
い
百
お
旗
き
頭
べ
　真
まこと
　氏

政治ジャーナリスト

田
た
㟢
ざき
　史

し
郎
ろう
　氏

第１部第２部

　「ウクライナ危機後の世界と日本」の
講師の五百旗頭真氏は、京都大学を卒業
後、ハーバード大学やロンドン大学等の
研究員、また防衛大学校校長を経て現在
に至るまで様々な経歴をたどっている。
　このことから世界的な視野が広く今回
の講演に繋がっている。
　第２次大戦後の国際秩序の（国連）の
失敗やソビエト連邦崩壊後のロシアの失
権、ウクライナ戦争の終結後に予想され
る中国が台頭する事による東南アジア情
勢の不安定等、今後の考察されるであろ
う国際情勢について細かく状況を報告さ
れた。
　国内においても不測の事態に備えた国
内体制の構築が進みつつあることや、も
しもの機会に備えた活動が、目に見えな
い形で進んでいる事など、通常、私達が
聞くことのない事案を教えて頂いた。

　「日本政治の舞台裏」と題して政治
ジャーナリストの田㟢史郎氏が講演した。
　長年に渡り時事通信社の記者として活
躍し、その信念は「しっかりと情報のウ
ラを取る」事であると自身の紹介の中で
話していたことが頭に残る。噂や伝聞が
簡単に飛び交うこの時代に、今一度しっ
かりと話を精査する事の必要性を話され
た。
　また安倍晋三元総理と、なぜ懇意に出
来たのかと言う裏話をされた。一度、総
理大臣を辞職した安倍元総理には、辞職
後、どの国会議員、マスコミ関係者も近
寄らなかった。国会の最大派閥の代表で
ありながら、また総理大臣を経験しなが
ら、この様相。その時に田㟢氏が記者仲
間と元総理とともに食事会を定期的に開
催するようになった事から親交が深まり
色々な情報が得られるようになった。
　どの世界でも同じであるが、まずお互
いを信用する事の大切さを改めて思い知
らされた。

ら
参
集
し
た
町
村
議
会
議

員
が
傾
聴
す
る
も
の
で
、

根
室
管
内
か
ら
も
４
町
の

議
会
議
員
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
は
２
部
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
第
１
部
は

五
百
旗
頭
真
氏
が
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
後
の
世
界
と

日
本
」
と
題
し
て
、
第
２

部
は
田
㟢
史
郎
氏
が
「
日

本
政
治
の
舞
台
裏
」
と
題

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
90
分
間

の
講
演
を
行
っ
た
。
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私
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
々
が
、
こ
の
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
、
安
全
で
安
心
の
で
き

る
、
そ
ん
な
町
を
目
指
し

ま
す
。

　
人
口
減
少
が
標
津
町
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
今
何
を
す
べ
き
か
の

一
つ
と
し
て
、
基
幹
産
業

（
水
産
、
酪
農
、
観
光
）

を
地
域
の
宝
と
し
て
、
町

づ
く
り
を
進
め
人
口
減
少

対
策
、
移
住
人
口
対
策
に

推
進
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

　
災
害
に
は
一
人
ひ
と
り

が
常
に
心
の
準
備
、
そ
し

て
非
難
の
準
備
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
災
害
に
負
け

な
い
強
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

⃝
�

標
津
町
は
一
次
産
業
が

マ
チ
の
屋
台
骨
。

　

�

標
津
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
と
農
業
の

振
興
に
取
り
組
み
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
進
め

て
、
元
気
な
マ
チ
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
�

議
員
の
職
責
で
あ
る

「
具
体
的
な
政
策
の
最

終
決
定
と
『
行
財
政
運

営
の
批
判
と
監
視
』
の

達
成
の
た
め
、
議
会
の

一
員
と
し
て
、
一
生
懸

命
努
力
し
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
標
津
に

・�

高
齢
者
の
交
通
手
段
の

確
保
を

・�

買
い
物
手
段
の
確
保
と

充
実
を

病
院（
医
療
）が　
　
　

町
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る�

・�

病
院
は
全
て
の
福
祉
施

設
の
要
で
あ
る

・�

暮
ら
し
の
安
心
感
と
利

便
性
が
福
祉
を
守
り
、

産
業
を
も
守
る
基
盤
に

な
る

豊
か
な
環
境
を
守
り

地
域
資
源
の
活
用
を

・�

環
境
を
守
る
こ
と
が
一

次
産
業
の
資
源
を
守
る

・�

地
域
資
源
・
歴
史
資
源

を
観
光
資
源
と
し
て
活

用

山
は
青
き
故
郷

山
は
青
き
故
郷

　
水
は
清
き
故
郷

　
水
は
清
き
故
郷

海
・
山
・
川
・
大
平
原
の

海
・
山
・
川
・
大
平
原
の

　
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
し

　
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
し

　
故
郷
☆
標
津

　
故
郷
☆
標
津

故
郷
は
其
処
に
暮
ら
し
て

故
郷
は
其
処
に
暮
ら
し
て

　
築
く
も
の

　
築
く
も
の

そ
し
て

そ
し
て

　
愉
し
く
謳
う
も
の

　
愉
し
く
謳
う
も
の

住
ん
で
良
か
っ
た
！

住
ん
で
良
か
っ
た
！

　
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
！

　
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
！

『
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と

『
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と

光
る
故
郷
☆
標
津
』

光
る
故
郷
☆
標
津
』

を
構
築
す
る
為
に
、
二
元

を
構
築
す
る
為
に
、
二
元

代
表
制
の
一
方
：
議
会
人

代
表
制
の
一
方
：
議
会
人

と
し
て
、
不
惜
身
命
、
精

と
し
て
、
不
惜
身
命
、
精

励
恪
勤
す
る
所
存
で
す
。

励
恪
勤
す
る
所
存
で
す
。

　
私
は
、
３
期
目
も
夢
と

希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
努
力
し
ま
す
。

一�

、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
生
活
・

経
済
環
境
を
つ
く
り
ま

す
。

二�

、
子
育
て
支
援
の
充

実
・
標
津
高
校
の
存
続

維
持
を
図
り
ま
す
。

三�

、
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
方
々
へ
の
更
な
る
福

祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
柱
と
し

て
町
民
の
皆
様
の
声
を

聞
き
、
実
行
に
向
け
推

し
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

石橋　昌幸�議員
（５期目）

南　　憲治�議員
（４期目）

吉田　　智�議員
（４期目）

小川　悠治�議員
（６期目）

山崎　英司�議員
（３期目）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
!!

町・町
議
会・町
民
が
力
を

合
わ
せ
た
強
い
マ
チ
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
！

『
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ

と
光
る
故
郷
★
標
津
』

の
構
築
に
精
励
恪
勤

標
津
を
思
う

み
ん
な
の
た
め
に
！

〜今後４年間の議会人  としての目標及び抱負を、全議員が記述回答〜

※『
議
員
必
携
』

　
編
集
◆
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
発
行
◆
学
陽
書
房

　
序�「
地
方
自
治
の
し
く
み
と
議

会
の
使
命
」よ
り
引
用
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・�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
以
降
、

肥
料
・
飼
料
の
高
騰
や

乳
量
制
限
に
よ
る
危
機

的
状
況
の
酪
農
業
へ
の

支
援

・�

秋
さ
け
来
遊
量
の
復
活

・�

子
育
て
支
援
の
充
実
し

て
い
る
町

・�

弱
者
（
高
齢
者
・
障
が

い
者
）
に
対
し
て
心
の

か
よ
い
あ
う
町

・�

終(

つ
い)

の
住
処(

す

み
か)

と
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町

　
一
人
は
万
人
の
為
に

　
万
人
は
一
人
の
為
に

　
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル

　
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン

　
８
年
間
の
空
白
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
、
２
期
目

の
町
議
会
へ
復
帰
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
８
年
間

の
間
に
人
口
の
減
少
、
産

業
の
減
退
等
、
と
て
も
難

し
い
問
題
が
増
え
て
し

ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。
町

創
り
は
「
人
造
り
」
と
産

業
の
「
基
礎
造
り
」
の
両

輪
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能

に
な
り
ま
す
。
一
次
産
業

が
柱
の
標
津
町
。
こ
の
両

輪
が
回
っ
て
い
く
よ
う
に

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
２
期

目
と
言
い
な
が
ら
初
心
に

帰
り
、
こ
の
２
つ
の
「
町

造
り
の
基
礎
」
を
私
の
議

員
活
動
の
柱
と
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
経
験

は
、
様
々
な
立
場
の
方
が

今
何
が
大
切
な
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
町
民
が
利
用
出
来

る
福
祉
の
実
現
が
ど
う
し

て
も
必
要
と
考
え
、
次
の

事
を
目
指
し
ま
す
。

一
、
教
育
環
境
の
拡
充

一�

、
高
齢
者
へ
の
町
独
自

の
福
祉

一�

、
自
然
の
保
護
と
移
住

者
の
両
立

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」、

町
民
の
代
表
と
し
て
町
民

目
線
で
、
選
挙
戦
で
掲
げ

た
「
町
民
の
声
を
議
会

に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

次
の
６
つ
の
政
策
を
基
本

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

①�

働
く
人
・
生
活
者
が
主

役
の
ま
ち
ち
づ
く
り

②�

学
び
続
け
ら
れ
る
「
教

育
」
の
推
進

③�

安
心
し
て
生
活
で
き

る
「
保
健
・
医
療
・
介

護
・
福
祉
」
の
充
実

④�

災
害
か
ら
命
を
守
る
、

ま
ち
づ
く
り

⑤
基
幹
産
業
の
振
興

⑥�

開
か
れ
た
議
会
の
活
性

化
・
改
革

〇�

人
を
遺
す
に
は
仕
事

（
事
業
）
が
無
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
仕
事
（
事

業
）
を
続
け
る
に
は
お

金
が
無
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
を
網
羅
す

る
政
策
を
模
索
し
て
い

き
ま
す

〇�

私
自
身
３
人
の
子
を
持

つ
子
育
て
世
代
の
ど
真

ん
中
、
こ
の
視
点
で
教

育
環
境
の
整
備
や
将
来

の
標
津
を
背
負
っ
て
立

つ
人
材
の
発
掘
に
努
め

ま
す

〇�

高
齢
者
の
免
許
返
納
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
車
が
無
く
て
も
困

ら
な
い
環
境
整
備
の
見

直
し
や
新
た
な
移
動
手

段
を
模
索
し
て
い
き
ま

す
　
以
上
、
新
人
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
１
年
１
年
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
参
り

ま
す
。

山﨑　陸郎�議員
（３期目）

藤本　　靖�議員
（２期目）

数間　景子�議員
（１期目）

畑中　　浩�議員
（１期目）

西山　易男�議員
（１期目）

標
津
町
の
豊
か
な
自

然
は
産
業（
農
林
水

産
）観
光
の
礎
で
す
!!

２
期
目
の
町
議
会
へ

豊
か
な
自
然
の
保
護
と

安
心
し
て
住
め
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す

町
民
の
声
を
議
会

に
届
け
ま
す
！

人
を
遺
し
て
こ
そ

４年間の目標・抱負 〜今後４年間の議会人  としての目標及び抱負を、全議員が記述回答〜
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議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

の
日
々
の
活
動
を
伝
え
、

町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
担
う
の
が
役
割
。

そ
の
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

「
町
民
か
ら
読
み
た
く
な

る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
」。

　
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
で
、

こ
れ
ま
で
の
良
い
点
は
継

承
し
、
改
善
す
べ
き
点
は

見
直
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
町
民
の
代
表
と

し
て
、
町
民
の
声
を
し
っ

か
り
と
お
聴
き
し
、
議
会

活
動
に
反
映
さ
せ
、
そ
の

活
動
状
況
を
紙
面
で
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
町
民
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
な
ど
を
お
寄
せ
願
い
ま

す
。
※
表
紙
写
真
、
募
集

中
で
す
。

（
畑
中　
浩
）

　

２
０
２
０
年
３
月
に
文
部

科
学
省
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
が
示
さ
れ
、「
生
き
る
力
」

が
公
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

校
に
お
い
て
も
「
生
き
る

力
」
の
育
成
に
重
き
を
置
い

て
い
ま
す
。
国
か
ら
、「
生

き
る
力
」
の
育
成
が
必
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
と
お

り
、
今
の
生
徒
は
、「
生
き

る
力
」
が
足
り
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
校

の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
全
国

的
な
傾
向
の
よ
う
で
す
。

　
本
校
は
、
昨
年
度
か
ら
地

域
連
携
校
と
な
り
、
生
徒
数

も
教
員
数
も
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
反
面
、
生
徒
一

人
一
人
に
対
し
て
、
手
厚
い

指
導
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
長

所
で
す
。
こ
こ
最
近
で
は
、

地
元
中
学
生
の
進
学
率
が
あ

ま
り
良
く
な
く
、
残
念
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
中
学

生
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
な
特

色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
が
必

ご
配
慮
に
よ
り
、
今
年
度

は
、
期
間
限
定
に
よ
る
給
食

メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
う
予
定

で
お
り
ま
す
。
地
元
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
生
徒
達
が
考
え
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
食
べ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
徒
達

要
で
あ
る
と
考
え
、
教
職
員

一
同
、
魅
力
の
あ
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
、
町
の
多
大
な
る

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

７
月
下
旬
に
、
１
年
生
全
員

に
よ
る
「
防
災
研
修
」
を
実

施
す
る
予
定
で
い
ま
す
。
東

北
大
震
災
の
被
災
地
を
実
際

に
見
て
、
被
災
し
た
人
の
話

を
聞
く
こ
と
で
、「
命
の
大

切
さ
」
を
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
そ
し

て
、
２
年
生
の
見
学
旅
行
で

は
、
沖
縄
に
行
き
、
平
和
学

習
を
す
る
こ
と
で
、
２
年
間

か
け
て
、「
命
の
尊
さ
」
を

学
び
、
そ
の
体
験
を
地
域
に

伝
え
る
こ
と
で
、「
生
き
る

力
」
の
育
成
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
色
あ
る
取
組
と

し
て
、
将
来
的
に
は
、
商
品

開
発
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
前
段
と
し
て
、
町
教
委
に

の
自
信
に
も
繋
が
り
、「
生
き

る
力
」
に
も
繋
が
っ
て
い
け
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
、
地

域
の
特
産
物
を
使
っ
た
商
品
開

発
を
生
徒
達
が
考
案
し
、
企
業

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
商
品
化
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
校
は
、
今
年
度
、

90
周
年
を
迎
え
る
伝
統
校
で
あ

り
、
こ
の
標
津
高
校
を

存
続
さ
せ
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
全

員
が
同
じ
気
持
ち
で
い

ま
す
。

　
生
徒
達
が
標
津
高
校

を
巣
立
つ
と
き
に
は
、

自
立
し
て
、
社
会
に
出

れ
ば
即
戦
力
と
し
て
貢

献
で
き
る
よ
う
な
人
材

と
な
る
よ
う
育
成
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄稿

　
　
　
　
北
海
道
標
津
高
等
学
校

　
校
　
長
　
渡わ

た

　
辺な

べ

　
幹み

き

　
夫お

標
津
高
校
で
は
、「
生
き
る
力
」を
育
成
し
て
い
ま
す

標
津
高
校
で
は
、「
生
き
る
力
」を
育
成
し
て
い
ま
す

本年度、90周年を迎える『郷土の標（しるべ）』【標津高等学校】


